
徳島県立農林水産総合技術支援センター農業大学校新聞 令和元年 12月 20日

農
業
に
と
っ
て
秋
と
い
え
ば
実
り
の
季

節
と
い
う
こ
と
で
、
農
大
祭
の
成
功
と
、
日

頃
栽
培
活
動

が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
す

る
収
穫
祭
が
、

月

日
に

11

27

催
さ
れ
ま
し

た
。収

穫
祭
は
、

新
入
生
歓
迎

会
の
お
礼
の

気
持
ち
も
込

め
て
、
１
年
生

が
中
心
に
な

っ
て
準
備
し
、
２
年
生
を
も
て
な
す
の
が
慣

例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圃
場
で
採
れ
た
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
鍋
を
囲
み
、
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
発
表
会

学

生

が

個

別

に

設

定

し

た

課

題

に

向

け

て

取

り

組

む

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

研

究

の

中

間

発
表
会
が
、

月

日
、

12

13

大
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議
室
で
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、
２
年
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究
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中
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催
す
る
意
見
発
表
会
が
、
愛
媛
県
四
国

中
央
市
の
土
居
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
徳
島

農
大
か

ら
は
上

野
将
太

君
と
西

岡
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。
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、
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々
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表
し
ま

し
た
。
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収穫した野菜を鍋にしていただきました採れたて野菜たっぷり！

開会に先立って農大祭の収支報告

たこ焼きも!?

片付けも協力してしっかり

「三粒の種」の題名で、農業の楽しさと

自然の大切さを訴える上野君

真剣に審査する先生方

スライドを使って進捗状況を説明

「にし阿波と阿波尾鶏」の題名で、

地域農業の活性化を提案する西岡さん

見守る仲間たち


